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出の進捗度統制の必要性が示されており (Welschet al.， 1988，394)，資本の懐妊期聞におけるコント
ロールは既存の研究でも指摘されている。
(2 ) 本稿と同様の問題意識を持つ研究には山本(1994)等がある。







設備投資の意思決定に係る次の特徴があるからだと考えられる (Cyertet al.， 1956， 237-238: 

















(3 ) 杉山 (2002，46・65)は資本予算の研究が経済性評価技法の生成・発展を中心に進められたことを歴史
的に示している。また，山本(1994，121)は，管理会計における資本予算の研究は「計算合理的に行
われる投資決定の解答用意機能を果たすべき」ためになされてきたと論じている。
(4) 例えば，典型的な管理会計のテキストである Kaplan& Atkinson (1998，598)では， I~ 、かなる新規
投資案も，明示的あるいは暗黙的に，その新規投資案に着手しない場合と比較して，評価がなされる。
新規投資案の望ましさは，この案がどのように評価されるかによって決まるJと， Horngren et al. 











































していること」という 2つの概念が含まれていることである CMerchant& Simons， 1986， 184)。
そして，この 2つの概念が含まれるコントロールの文献を体系化した場合，次の 6つに分類され
るという CMerchant& Simons， 1986， 183-194)ω。
















3. エージェンシー理論 (AgencyTheory) 
エージェンシー理論に基づく研究とは，経済学的な原理や手法を組織のコントロールに適
(6 ) この分類作業におい℃長要なことは，分析者がどのような組織観を有しているかだみる。 Merchant
& Simons (I986)が分類対象とする組織とは「複雑組織 (complexorganization) Jである。これに
関して，彼らが参照しているのは， Etzioni (1975， 462)の「複雑組織を，計画され，周到に構築され
た事業体と定義する」という考えであるo Mcrchant & Simonsがこのような組識観を持ち出している
のは，従来の，秩序立っていて，公式的なコミュニケーションのやり取りを前提とする「公式組織」と
いう組織観では組織現象すべてを取り上げることができないためと考えられる。
(7) Merchant & Simons (1986)は， 6つの研究領域を分類するために，①モデルに用いられるコント
ロール変数の範囲，②コントロール変数と組織目標との関係の明確さ，③研究から得られた結論・発見
を支持する証拠の信頼性という 3つの基準を用いている。
(235 ) 管理会計におけるコントロール理論と設備投資計画 161 
用する研究である。エージェンシ一理論では，プリンシパルとエージェントの利益は共通の
ものであるとされる。




5. コンティンジェンシ一理論(大量データによる社会学研究)(Contingency Theory) 
社会学に根ざしたコントロール研究は，近年広まりつつある研究である。この研究領域で
は，コントロール・システムが経営環境の不確実性等の影響を受けるものとされている。
6. 事例(少量サンプル)による社会学研究 (CaseSociological Research) 
事例研究は，多くの一部のコントロール・システムに関する記述が見られる。




支援するフィードパックを決定することであるJ(Horngren et al， 2002a， 9-10)，あるいは「コ
ントロールは標準を設定し，実際の業績に関するフィード、パックを受け，計画と著しく業績が事









(Wiener， 1961， 11-12)(九この造語の背後には 120世紀における，物理学，機械工学，生物学
の偉大な進歩J(Klir & Valach， 1967， 55)があったとされる。
サイパネティック・コントロールには「業績を測定することJ1フィード、パックがあること」
「是正措置が自動的に行われること」等の特徴がある。これらは伝統的なマネジメント・コント
( 8 ) Wiener (1961， 11-12)によれば， Cyberneticsは「舵手」を意味するギリシア語即日epv角川ー から派
生して造語された。その背景として船の操舵機関がフィード、パック・メカニズムに関して最古のもので
最も発達した形式のひとつであったことがある。
162 『明大商学論叢』第 97巻第2号 (236 ) 
ロールのテキストとして Anthony& Govindarajan (2006)が示すコントロール・システムと
同じ特徴である。まずサイパネティック・コントロールの典型例として Anthony& Govindarajan 
のコントロール・システムを見てみよう。彼らはどのようなコントロール・システムにも少なく

























という形をとるアウトプットといったように分類することができるJ(Simons， 2000， 59) と記
述する。経営管理者は 「インプットキプロセスキアウトプット」とL寸組織における活動プロセ
スが上手く機能するように，インプット，プロセス，アウトプットをコントロールの対象として
(237 ) 管理会計におけるコント ロール理論と設備投資計画 163 
選択する。Simonsの(1)， (2)， (3)を整理すれば， Iインプットープロセスーアウトプット・モデ
ル(以下， IPOモデル)Jと呼ばれるコントロール・プロセスを，次のように描くことができる
(図 2参照)。

















管理会計における コント ロール・ システムを最初に体系的に示したのが Anthonyである。
Anthony (1965) はPlanningand Control Systemsで，組織におけるコントロールの枠組みと
して「戦略的計画策定 (strategicplanning) J Iマネジメント・コントロール (management
control)J Iオペレーシ ョナル・コントロール (operationalcontrol) Jの3つに分類する刷。 こ
(9) Anthonyによれば，戦略的計画策定とは「組織の目的，これらの目的の変更，これらの目的達成の
ために利用される資源や，これらの資源の取得・利用・処分の実施に当たっての方針を決定するプロセ
スJ(Anthony， 1965， 24)のこと。また，マネジメント・コント ロールとは 「経営管理者が組織の目的
達成のために資源を効果的かっ能率的に取得し，利用することを保証するプロセスJ(Anthony， 1965， 
27)のこと。そして，オペレーショナル ・コ ント ロールとは 「特定の作業が効果的かっ能率的に実行さ
れることを保証するプロセスJ(Anthony， 1965， 69)のことをいう。




































ント ロールシステムと，伝統的なマネジメン ト・コ ントロールシステムを併用したものである。
すなわち，伝統的なコントロール・システムである 「診断型コントロール・ システム Cdiagnos-
tic control systems)Jに 「信条システム Cbeliefsystems) J I事業 ・倫理境界システム Cbound-



















(J 1) 例えば，日本会計研究学会特別委員会 (2006: 2007)や庚本編 (2009)等では，研究のフレ ムーワー
クとして経営システムに焦点を当てている。




































































んでいる C11erchant， 1985， 17)。また， rリザルト・コントロールは将来を志向するため， しばしフィー
ドパックあるいはサイパネティック・コントロールと呼ばれるJ(11erchant， 1985， 19)という。










そして， これらの条件が整っていない場合， Merchantは「アクション・コントロール (ac-









































クション・コントロールも「パーソナル・コントロール (personalcon troI) Jや「カルチャー・
コントロール CculturecontroO Jと呼ばれるコントロールによって補完される必要があると述





































榎井通l清.2012. ~管理会計第 5 版』同文館出版.
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